文字の 霊な どと いう ものが、 一体、 ある もの か、 ど 

ク ゝ o 

う 力 

やみ 

アツ シリャ 人 は 無数の 精霊 を 知っている。 夜、 闇の 

ちょ うりよ う めす えきびょう ま 

中 を 跳 梁す る リル、 その 雌の リ リツ、 疫病 を ふり 撒 

ゆうかい しゃ など 

く ナム タル、 死者の 霊 エティ ンム、 誘拐 者 ラバス 等、 

数 知れぬ 悪霊 共が アツ シリャ の 空に 充ち 満ちて いる。 

しかし、 文字の 精霊に ついては、 まだ 誰も 聞いた こと 

力る レ 

その 頃 —— というの は、 ァシ ュル. バニ. ァ パル 大 

きゅうてい 

王の 治世 第一 一十 年 目の 頃 だが —— 二 ネヴェ の 宮廷 に 

みょう うわさ 

妙な 噂が あった。 毎夜、 図書館の 闇の 中で、 ひそ ひ 



そと 怪しい 話し声が するとい う。 王 兄シャ マシュ - 

むほん しず 

シュム • ゥ キン の 謀叛が バビ 口 ン の 落城で ようやく 鎮 

,51 てい 、，ん まう 

まった ばかりの ことと て、 何 かまた、 不逞の 徒の 陰謀 

ではない かと 探って みたが、 それらし い 様子 もない。 

どうしても 何 かの 精霊 どもの 話し声に 違いない。 最近 

しょけい ふしゅう 

に 王の 前で 処刑され た バビロン か ら の 俘囚共 の 死霊の 

声だろう という 者 もあった が、 それが 本当で ない こと 

は 誰に も 判る。 千に 余る バビロンの 俘囚 はこと ごとく 

舌 を 抜いて 殺され、 その 舌 を 集めた ところ、 小さな 

つきやま 

築山が 出来た の は、 誰知らぬ 者の ない 事実で ある。 舌 

ほしうらない ようかん ぼく 

の 無い 死霊に、 しゃべれる 訳がない。 星 占 や 羊肝ト 



むな たんさく 

で 空しく 探索した 後、 これ はどうしても 書物 共 あるい 

は 文字 共の 話し声と 考える より 外 はなくな つた。 ただ、 

文字の 霊 (という ものが 在る として) とはい かなる 性 

力 レ ち く 

質 を もつ もの か、 それが 皆目 判らない。 ァシュ ル-バ 

きょがん しゅく はつ 

二 • ァ パル 大王 は 巨 眼 縮 髪 の老 博士 ナブ • ァ へ • エリ 

バを 召して、 この 未知の 精霊に ついての 研究 を 命じた 

もうた。 

その 日 以来、 ナブ • ァ へ • ェ リバ 博士 は、 日 ごと 問 

まい ぼ つ 

題の 図書館 (それ は、 その後 二百 年に して 地下に 埋没 

さら ぐうぜん は つくつ 

し、 更に 二 千 三百 年に して 偶然 発掘され る 運命 を もつ 

ものであるが) に 通って 万巻の 書に 目 を さらしつつ 



けんさん ふけ メ ソポタ ミヤ エジプト パピルス 

研鑽に 耽った。 両河 地方で は 埃 及と 違って 紙 草 を 産し 

ねんど こうひ つ くさびがた 

ない。 人々 は、 粘土の 板に 硬筆 を もって 複雑な 楔形 

ふごう ほ かわら 

の 符号 を 彫りつ けて おった。 書物 は 瓦で あり、 図書 

館 は 瀬戸物 屋の 倉庫 に似ていた。 老 博士の 卓子 (その 

あし し し つめ 

脚に は、 本物の 獅子の 足が、 爪 さえ そのままに 使われ 

るいるい 

ている) の 上に は、 毎日、 累々 たる 瓦の 山が うずた か 

力れ 

く 積まれた。 それら 重量 ある 古 知識の 中から、 彼 は、 

文字の 霊に ついての 説 を 見出そう としたが、 無駄で 

つかさど 

あった。 文字 は ボルシッパなる ナブ ゥの 神の 司 リた 

もう 所と より 外に は 何事 も 記されて いないので ある。 

文字に 霊 あり や 無し や を、 彼 は 自力で 解決せ ねばなら 



今まで 七十 年の 間 当然と 思って 看過して いた ことが、 

決して 当然で も 必然で もない。 彼 は 眼から 鱗の 落ち 

た 思が した。 単なる バラ バラの 線に、 一定の 音と 一定 

の 意味と を 有た せる もの は、 何 か？ ここまで 思い 

いた ちゅうちょ 

到った 時、 老 博士 は 躊躇な く、 文字の 霊の 存在 を 認め 

たまし い 

た。 魂に よって 統べられない 手. 脚. 頭 • 爪 • 腹 等 

が、 人間で はない ように、 一 つの 霊が これ を 統べる の 

でなくて、 どうして 単なる 線の 集合が、 音と 意味と を 

有つ ことが 出来よう か。 

この 発見 を 手始めに、 今まで 知られなかった 文字の 

霊の 性質が 次第に 少しずつ 判って 来た。 文字の 精霊の 



あお あっとうてき 

ど 碧く なくなつ たという 者な どが、 圧倒的に 多い。 「文 

く なお うじむし くるみ 

字 ノ精ガ 人間 ノ眼 ヲ喰ィ アラス コト、 猶、 蛆虫 ガ 胡桃 

ノ固キ 殻ヲ穿 チテ、 中 ノ実ヲ 巧 二 喰 イツ クスガ 如シ」 

しる 

と、 ナブ . ァ へ. エリ バは、 新しい 粘土の 備忘録に 誌 

せき 

した。 文字 を 覚えて 以来、 咳が 出始めた という 者、 く 

しゃみが 出る ようになって 困る という 者、 しゃっくり 

*7 リ 

が 度々 出る ようになった 者、 下痢す るよう になった 者 

など も、 かなりの 数に 上る。 「文字 ノ精ハ 人間 ノ 鼻- 

咽喉. 腹等ヲ モ犯ス モノ ノ如 シ」 と、 老 博士 はまた 誌 

した。 文字 を 覚えてから、 にわかに 頭髪の 薄くな つた 

ふる 

者 もい る。 脚の 弱くな つた 者、 手足の 顫える ように 



あご やす 

なった 者、 顎が はずれ 易くな つた 者 もい る。 しかし、 

ナブ • ァ へ. エリ バは 最後に こう 書かねば ならな かつ 

た。 「文字 ノ害 タル、 人間 ノ 頭脳 ヲ 犯シ、 精神 ヲ 痲痺 セ 

シムル 二 至 ッテ、 スナ ヮチ極 マル ご 文字 を 覚える 以前 

うで にぶ おくびょう リ ようし 

に比べて、 職人 は 腕が 鈍り、 戦士 は 臆病に なり、 獵師 

は 獅子 を 射 損う ことが 多くな つた。 これ は 統計の 明ら 

かに 示す 所で ある。 文字に 親しむ ようにな つてから、 

女 を 抱いても 一 向 楽し ゆうなく なった という 訴 え も 

あった。 もっとも、 こう 言 出した の は、 七十 歳 を 越し 

た 老人で あるから、 これ は 文字の せいで はない かも 知 

れぬ。 ナブ • ァ へ • ェ リバ はこう 考えた。 埃 及 人 は、 



ある 物の 影 を、 その物の 魂の 一部と 見做して いるよう 

だが、 文字 は、 その 影の ような もので はない のか。 

獅子と いう 字 は、 本物の 獅子の 影で はない のか。 そ 

れで、 獅子と いう 字 を 覚えた 獵師 は、 本物の 獅子の 代 

りに 獅子の 影 を 狙い、 女と いう 字 を 覚えた 男 は、 本物 

の 女の 代りに 女の 影 を 抱く ようにな るので はない か。 

文字の 無かった 昔、 ピル. ナピシ ュチム の 洪水 以前に 

は、 歓びも 智慧 もみん な 直接に 人間の 中にはい つて 

来た。 今 は、 文字の 薄 被 を かぶった 歓 びの 影と 智慧の 

ものお ぼ 

影と しか、 我々 は 知らない。 近頃 人々 は 物 憶えが 悪く 

なった。 これ も 文字の 精の i、5 戯 である。 人々 は、 も は 



ほど —— いつも 幸福そう に 見える。 これが 不審と いえ 

ば、 不審だった が、 ナブ • ァ へ. エリ バは、 それ も 文 

びやく かんかつ まりょく 

字の 霊の 媚薬の ごとき 奸猾な 魔力の せいと 見做した。 

たまたま ァシ ュル. バニ .ァ パル 大王が 病に 罹られ 

た。 侍 &のァ ラッド. ナナ は、 この 病 軽から ずと 見て、 

大王の ご 衣裳 を 借り、 自ら これ を まとうて、 アツ シリ 

ャ 王に 扮 した。 これによ つて、 死神 エレ シ ユキ ガルの 

あざむ おのれ 

眼 を 欺き、 病 を 大王から 己の 身に 転じよう というの 

である。 この 古来の 医家の 常 法に 対して、 青年の 一部 

に は、 不信の 眼 を 向ける 者が ある。 これ は 明らかに 不 

合理 だ、 ェ レシ ユキ ガル 神と もあろう ものが、 あんな 



だま ら 

子供 瞞 しの 計に 欺かれる はずが あるか、 と、 彼等 は 言 

せきがく いや 

う。 碩学 ナブ • ァへ • ェ リバ はこれ を 聞いて 厭な 顔 を 

つじつま 

した。 青年 等の ごとく、 何事に も 辻 棲 を 合せたがる こ 

との 中には、 何 かしらお かしな 所が ある。 全身 垢 まみ 

れの 男が、 一 ケ所 だけ、 例えば 足の 爪先 だけ、 無闇に 

美しく 飾って いるよう な、 そういう おかしな 所が。 彼 

等 は、 神秘の 雲の 中に おける 人間の 地位 を わきまえぬ 

せ んぱく 

のじ や。 老 博士 は 浅薄な 合理主義 を 一 種の 病と 考えた。 

そして、 その 病 を はやらせ たもの は、 疑 もな く、 文字 

の 精霊で ある。 

ある 日 若い 歴史家 (あるいは 宮廷の 記録係) の イシ ュ 



ディ • ナブが 訪ねて 来て 老 博士に 言った。 歴史と は 何 

あき 

ぞゃ？ と。 老 博士が 呆れた 顔 をして いるの を 見て、 

若い 歴史家 は 説明 を 加えた。 先頃の バビロン 王 シャマ 

シュ . シュム • ゥ キンの 最期に ついて 色々 な 説が ある。 

ひとつき 

自ら 火に 投じた こと だけ は 確か だが、 最後の 一 月 ほど 

いんとう 

の 間、 絶望の 余り、 言語に 絶した 淫蕩の 生活 を 送った 

という もの も あれば、 毎日 ひたすら 潔斎して シャマ 

シュ 神に 祈リ 続けた という もの も ある。 第一 の妃 ただ 

ひしょ ラ 

一人と 共に 火に 入った という 説 も あれば、 数百の 婢妾 

まき 

を 薪の 火に 投じてから 自分 も 火に 入った という 説 も あ 

けむり 

る。 问 しろ 文字通り 煙に なった ことと て、 どれが 正 



しる 

昔 在った 事柄で、 かつ 粘土 板に 誌され たもので ある。 

この 二 つ は 同じ ことで はない か。 

かき も 

書 洩らし は？ と 歴史家が 聞く。 

書 洩らし？ 冗談で はない、 書かれなかった 事 は、 

無かった 事 じ や。 芽の 出ぬ 種子 は、 結局 初めから 無 

かった のじ やわい。 歴史と はな、 この 粘土 板の こと 

じ や。 

若い 歴史家 は 情な さそうな 顔 をして、 指し示された 

瓦 を 見た。 それ はこの 国 最大の 歴史家 ナブ. シャリ 

ム • シュヌ 誌す 所の サ ルゴ ン王 ハル ディア 征討 行の 一 

枚で ある。 話しながら 博士の 吐き 棄 てた 柘榴の 種子が 



その 表面に 汚らしく くつ ついている。 

めしつか 

ボルシッパなる 明智の 神 ナブ ゥ の 召使 いたもう 文字 

おそろ 

の 精霊 共の 恐し い 力 を、 イシ ュ ディ • ナブよ、 君 はま 

だ 知らぬ とみえるな。 文字の 精 共が、 一 度 ある 事柄 を 

捉えて、 これ を 己の 姿で 現す となると、 その 事柄 はも 

はや、 不滅の 生命 を 得る のじ や。 反対に、 文字の 精の 

力 ある 手に 触れなかった もの は、 いかなる もの も、 そ 

の 存在 を 失わねば ならぬ。 太古 以来の ァヌ • ェン リル 

の 書に 書 上げられ ていない 星 は、 なにゆえに 存在せ ぬ 

か？ それ は、 彼等が ァヌ. ェン リルの 書に 文字と し 

て 載せられなかった から じ や。 大 マル ズック 星 (木星) 



が 天界の 牧羊者 (オリオン) の 境 を 犯せば 神々 の 怒が 

くだ しょく 

降る の も、 月輪の 上部に 蝕が 現れれば フモ オル 人が 

こうむ みな 

禍を 蒙る の も、 皆、 古書に 文字と して 誌され て あれば 

けもの 

こそじ や。 古代 ス メリャ 人が 馬と いう 獣 を 知らなん 

だの も、 彼等の 間に 馬と いう 字が 無 か つたから じ や。 

この 文字の 精霊の 力 ほど 恐ろしい もの は 無い。 君 やわ 

しらが、 文字 を 使つ て 書き もの をし とるな どと 思 つ た 

ら 大間違い。 わしら こそ 彼等 文字の 精霊に こき使われ 

しもべ もたら ずいぶん 

る 下僕 じ や。 しかし、 また、 彼等 精霊の 齎す害 も 随分 

ひどい。 わし は 今 それにつ いて 研究 中 だが、 君が 今、 

歴史 を 誌した 文字に 疑 を 感じる ようにな つたの も、 つ 



どっき あた 

まり は、 君が 文字に 親しみ 過ぎて、 その 霊の 毒気に 中つ 

たためであろう。 

若い 歴史家 は 妙な 顔 をして 帰って 行った。 老 博士 は 

なおしば らく、 文字の 霊の 害毒が あの 有為な 青年 を も 

害おうと している こと を 悲しんだ。 文字に 親しみ 過 

むじゅん 

ぎて かえって 文字に 疑 を 抱く こと は、 決して 矛盾で は 

ない。 先日 博士 は 生来の 健啖に 任せて 羊の 炙 肉 を ほ 

とん ど 一 頭分 も 平らげた が、 その後 当分、 生きた 羊の 

顔 を 見る の も 厭に な つた ことがある。 

青年 歴史家が 帰つ てからし ばらく して、 ふと、 ナブ - 

ちぢ おさ 

ァへ • エリ バは、 薄くな つた 縮れつ 毛の 頭 を 抑えて 考 



もはや、 人間 生活の すべての 根柢が 疑わしい ものに 見 

える。 ナブ • ァ へ • ェ リバ 博士 は 気が 違いそう になつ 

て 来た。 文字の 霊の 研究 を これ 以上 続けて は、 しまい 

に その 霊の ために 生命 を とられて しまう ぞと思 つ た。 

こね まと 

彼 は 怖くな つて、 早々 に 研究報告 を 纏め 上げ、 これ を 

ァシ ュル. バ 二 • ァ パル 大王に 献 じた。 但し、 中に、 

若干の 政治的 意見 を 加えた こと はもち ろんで ある。 武 

の 国 アツ シリャ は、 今や、 見えざる 文字の 精霊の ため 

に、 全く 蝕まれて しまった。 しかも、 これに 気付いて 

もうもくてきす うは い 

いる 者 は ほとんど 無い。 今にして 文字への 盲目的 崇拝 

ほぞ か およ うんぬん 

を 改め ずん ば、 後に 臍を噬 むと も 及ばぬ であろう 云々 



文字の 霊が、 この 讒謗 者 をた だで 置く 訳が 無い。 ナ 

きげん 

ブ • ァ へ • ェ リバの 報告 は、 いたく 大王の ご機嫌 を 損 

ねつれつ さんぎ ようしゃ 

じた。 ナブ ゥ 神の 熱烈な 讃仰者 で 当時 第 一流の 文化 

人た る 大王に して みれば、 これ は 当然の ことで ある。 

そくじ つ きんしん 

老 博士 は 即日 謹慎 を 命ぜられた。 大王の 幼時からの 

師傅 たる ナブ • ァ へ • ェ リバで なかったら、 恐らく、 

かわはぎ 

生きな がらの 皮 剝に処 せられた であろう。 思わぬ ご不 

がくぜん かんけつ 

興に 愕然とした 博士 は、 直ちに、 これが 奸譎な 文字の 

ふくしゅう さと 

霊の 復藝 I である こと を 悟った。 

しかし、 まだ これ だけではなかった。 数日後 ニネ 

ヴェ • アルベラの 地方 を 襲った 大地震の 時、 博士 は、 



たまたま 自家の 書庫の 中に いた。 彼の 家 は 古かった の 

かべ くず しょか たお 

で、 壁が 崩れ 書架が 倒れた。 夥しい 書籍が —— 数百 枚 

す さ のろい 

の 重い 粘土 板が、 文字 共の 凄まじい 呪の 声と 共に こ 

むざん 

の 讒謗 者の 上に 落ち かかり、 彼 は無慙 にも 圧死した。 

(昭和 十七 年 二月) 
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